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昨
年
度
の
第
一
次
、
第
二

次
補
正
予
算
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
い
た

し
ま
す
。
イ
．
緊
急
雇
用
創
出

事
業
の
実
績
。
ロ
．
本
町
で
の

事
業
認
定
の
実
績
。
ハ
．
２
兆

円
を
超
え
る
家
計
金
融
支
援
対

策
債
に
よ
る
定
額
給
付
金
、
子

育
て
応
援
特
別
手
当
、
妊
婦
健

康
診
査
臨
時
特
例
交
付
金
、
介

護
従
事
者
処
遇
改
善
特
別
交
付

金
、
地
域
活
性
化
、
生
活
対
策

臨
時
交
付
金
な
ど
の
本
町
の
予

算
規
模
。
ま
た
実
績
に
つ
い
て

総
務
課
長
　
国
は
原
価
の
経
済

情
勢
へ
の
緊
急
対
応
と
し
て
一

次
補
正
予
算
で
安
心
実
現
の
た

め
の
緊
急
総
合
対
策
11
．
５
兆

円
、
二
次
補
正
予
算
で
生
活
対

策
27
兆
円
、
合
わ
せ
て
38
．
５

兆
円
程
度
の
経
済
対
策
を
実
施
、

本
町
の
経
済
対
策
に
か
か
る
事

業
と
し
て
は
一
次
補
正
予
算
分

で
地
域
活
性
化
緊
急
安
心
実
現

総
合
対
策
交
付
金
事
業
の
総
事

業
費
７
９
８
万
５
０
０
０
円
、

う
ち
交
付
金
で
５
３
４
万
３
０

０
０
円
、
二
次
補
正
予
算
分
で

地
域
活
性
化
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
事
業
の
総
事
業
費
で
６
０

０
０
万
円
、
う
ち
交
付
金
で
５

５
４
２
万
２
０
０
０
円
、
子
育

て
応
援
特
別
手
当
の
総
事
業
交

付
金
と
も
２
８
４
０
万
円
、
定

額
給
付
金
給
付
事
業
の
総
事
業

費
交
付
金
と
も
５
億
５
６
３
６

万
５
０
０
０
円
、
介
護
保
険
特

別
会
計
に
お
い
て
は
介
護
従
事

者
集
合
改
善
臨
時
特
別
公
金
基

金
積
み
立
て
事
業
の
総
事
業
費

と
し
て
交
付
金
と
も
１
１
０
９

万
８
０
０
０
円
を
実
施
し
て
お

り
、
ま
た
、
妊
婦
保
険
診
査
事

業
は
、
平
成
21
年
度
当
初
予
算

で
総
事
業
費
５
１
２
１
万
９
０

０
０
円
う
ち
交
付
金
で
１
９
０

９
万
４
０
０
０
円
を
予
算
計
上
、

一
次
補
正
分
を
合
計
い
た
し
ま

す
と
総
事
業
費
で
７
億
１
５
０

６
万
７
０
０
０
円
、
う
ち
交
付

金
で
６
億
７
５
７
２
万
２
０
０

０
円
で
す
。

産
業
課
長
　
緊
急
雇
用
創
出
事

業
の
実
績
並
び
に
事
業
認
定
の

実
績
に
つ
い
て
、
申
請
件
数
が

２
１
８
件
、
認
定
件
数
が
２
０

６
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

教
育
費
の
負
担
軽
減
、
ス

ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
に
つ
い
て

教
育
総
務
課
長
　
新
経
済
対
策

で
教
育
関
連
で
は
小
中
学
校
関

係
で
の
情
報
教
育
の
充
実
を
図

る
た
め
、
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の

入
れ
か
え
、
職
員
用
１
８
０
台

、
児
童
生
徒
用
が
全
体
で
２
１

０
台
、
校
内
L 

A 

N
の
充
実
。

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
検

診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配

布
に
つ
い
て

健
康
推
進
課
長
　
女
性
特
有
の

が
ん
の
検
診
受
診
を
勧
奨
す
る

た
め
、
ク
ー
ポ
ン
券
で
検
診
費

の
自
己
負
担
を
免
除
で
き
る
よ

う
に
す
る
国
庫
補
助
事
業
で
、

県
の
説
明
会
受
け
9
月
の
補
正

予
算
に
計
上
し
、
10
月
以
降
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
予
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

長浜　ひろみ 議員

新経済対策◇
スクールニュー◇
ディール
子宮頸がん・乳◇
が ん検 診 無 料
クーポン券につい
て

問

 定額給付窓口

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
町

長
は
庁
舎
建
設
検
討
委

員
会
に
現
在
の
位
置
嘉
手
苅
か

ら
町
立
図
書
館
な
ど
が
あ
る
与

那
城
の
「
公
共
施
設
ゾ
ー
ン
」

に
移
転
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
等

を
併
設
す
る
複
合
施
設
案
を
示

さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
件
は
こ
れ
ま
で
の
方
向
と

反
す
る
も
の
で
あ
り
、
町
民
が

納
得
で
き
る
そ
れ
だ
け
の
説
明

責
任
を
伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

庁
舎
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
防
災

セ
ン
タ
ー
、
町
民
ホ
ー
ル
、
こ

れ
ら
の
複
合
施
設
と
土
地
取
得

に
予
算
及
び
時
間
が
か
か
る
も

の
で
あ
り
、
駐
車
場
も
含
め
説

明
を
求
め
た
い
。

町
長
　
企
画
政
策
課
長
　
庁
舎

の
位
置
に
つ
い
て
は
総
合
計
画
、

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
「
公

共
施
設
ゾ
ー
ン
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
複
合

施
設
に
し
た
最
大
の
理
由
は
庁

舎
建
設
だ
け
で
は
国
か
ら
の
補

助
の
制
度
が
な
い
。
複
合
施
設

に
す
る
事
で
国
交
省
の
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
の
活
用
が
で
き
る

こ
と
で
す
。
敷
地
面
積
に
つ
い

て
は
予
定
は
1
万
３
０
０
０
㎡
、

駐
車
場
は
公
用
専
用
53
台
、
一

般
利
用
者
４
０
０
台
、
合
わ
せ

て
４
５
３
台
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
土
地
取
得
に
つ
い
て
は
基

本
構
想
の
作
成
後
速
や
か
に
関

係
地
権
者
側
と
用
地
交
渉
を
開

始
し
た
い
。
総
工
費
は
約
36
億

円
を
考
え
て
い
ま
す
。

小
波
津
団
地
の
残
地
問

題
に
つ
い
て
は
小
波
津

団
地
自
治
会
と
前
町
長
と
の
間

に
何
度
か
交
渉
が
も
た
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
前
町
長
か
ら

引
き
継
ぎ
事
項
、
確
定
書
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
上
間
町
長
は

今
後
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

形
で
実
施
す
る
か
お
聞
き
し
ま

す
。

町
長
　
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て

は
長
年
の
検
討
課
題
に
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
解
決
に
向
け

町
と
小
波
津
団
地
自
治
会
で
い

ろ
い
ろ
調
整
会
議
が
な
さ
れ
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
中

で
平
成
20
年
3
月
に
小
波
津
団

地
に
か
か
る
残
地
の
当
自
治
会

へ
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
と
言

う
事
が
要
請
文
書
で
提
出
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
身
を
見

ま
す
と
、
ま
ず
一
つ
目
に
、
そ

の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
一
の
条

件
が
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
一

つ
目
に
所
有
権
が
移
転
さ
れ
た

場
合
、
い
か
な
る
場
合
が
あ
っ

て
も
移
転
々
貸
し
等
は
行
わ
な

い
。
二
つ
目
に
移
転
費
用
は
自

治
会
が
負
担
す
る
。
三
つ
目
に

今
後
の
判
断
は
新
町
長
に
委
ね

る
事
で
引
き
継
ぎ
が
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
件
は
こ
れ
ま
で
の
経

緯
か
ら
こ
の
土
地
は
小
波
津
団

地
に
帰
属
す
る
と
考
え
ま
す
。

無
償
譲
渡
で
解
決
す
る
故
今
し

ば
し
時
間
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

去
る
４
月
５
日
、
オ
バ
マ

米
大
統
領
は
チ
ェ
コ
の

プ
ラ
ハ
で
「
核
兵
器
の
な
い
世

界
」
を
呼
び
か
け
た
。
64
年
前

の
8
月
6
日
に
広
島
に
投
下
さ

れ
た
原
爆
は
一
瞬
に
し
て
14
万

人
を
殺
し
、
8
月
9
日
長
崎
に

投
下
さ
れ
た
原
爆
で
は
7
万
人

の
人
び
と
が
殺
さ
れ
た
。
人
類

史
上
初
め
て
日
本
に
落
と
さ
れ

た
2
発
の
核
兵
器
は
2
万
３
０

０
０
発
に
ふ
く
れ
あ
が
り
、
地

球
上
の
全
生
命
を
何
度
も
殺
せ

る
と
い
う
恐
怖
の
時
代
を
つ

く
っ
て
い
る
。

　
オ
バ
マ
米
大
統
領
が
核
兵
器

の
な
い
世
界
を
呼
び
か
け
て
い

る
今
こ
そ
、
非
核
平
和
の
世
界

に
む
け
て
連
帯
の
行
動
を
示
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
24

年
前
に
「
非
核
反
戦
平
和
都
市

宣
言
」
を
出
し
た
西
原
町
か
ら

オ
バ
マ
米
大
統
領
に
連
帯
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ろ
う
。

町
長
　
ア
メ
リ
カ
が
広
島
・
長

崎
に
原
爆
を
投
下
し
た
こ
と
を

意
識
し
、
核
を
使
用
し
た
唯
一

の
核
保
有
国
と
し
て
の
道
義
的

責
任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
と

ら
え
て
、
核
の
な
い
平
和
で
安

全
な
世
界
を
米
国
が
追
求
す
る

と
宣
言
。
歴
代
大
統
領
で
は
な

か
っ
た
。

　
西
原
町
も
去
る
大
戦
で
住
民

の
約
半
数
近
く
が
犠
牲
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
「
非
核
反
戦
平
和

都
市
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
各
種

平
和
授
業
を
す
す
め
て
き
た
。

オ
バ
マ
演
説
に
賛
同
し
連
帯
し

て
世
界
の
平
和
を
追
求
し
て
い

く
立
場
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
起
草

を
検
討
し
た
い
。

歴
史
的
文
化
遺
産

歌
碑
梅
の
香
り
、
内
間
御

殿
、
ペ
リ
ー
探
検
隊
野
営

地
跡
、
歴
史
の
道
な
ど
町
内
の

歴
史
的
文
化
遺
産
を
巡
検
し
町

民
が
誇
り
を
も
っ
て
町
づ
く
り

を
進
め
る
気
運
づ
く
り
を

生
涯
学
習
課
長
　
内
間
御
殿
な

ど
文
化
財
な
ど
を
活
か
し
た
町

づ
く
り
は
大
事
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
文
教
の
ま
ち
ガ
イ
ド

養
成
講
座
を
開
催
し
、
文
化
財

ガ
イ
ド
も
養
成
し
て
い
る
。
民

俗
芸
能
な
ど
も
紹
介
し
た
い
。

歴
史
の
道

歴
史
の
道
の
ル
ー
ト
を
調

査
す
る
考
え
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
文
献
資
料
や

地
籍
図
な
ど
か
ら
、
お
お
ま
か

な
ル
ー
ト
は
わ
か
る
が
、
よ
り

正
確
な
ル
ー
ト
を
解
明
を
す
る

た
め
に
「
歴
史
の
道
」
の
専
門

の
先
生
方
に
依
頼
し
た
い
。

モ
ノ
レ
ー
ル
西
原
駅

モ
ノ
レ
ー
ル
西
原
駅
が

10
年
後
に
開
設
予
定
。
西

原
駅
か
ら
内
間
御
殿
～
首
里
城
、

内
間
御
殿
～
中
城
へ
と
史
跡
め

ぐ
り
が
で
き
る
環
境
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

前里　光信 議員

伊礼　一美 議員

庁舎建設につい◇
て
小波津団地の残◇
地問題について

核兵器廃絶で◇
オバマ米大統
領と連帯を
モノレール西原◇
駅と結ぼう文
化遺産

問

問

庁舎建設の新聞報道

歌碑「梅の香り」

問

問問

問

問 問

こ
の
問
題
の
根
底
に
は

教
育
行
政
に
お
け
る
上

意
下
達
の
体
質
が
あ
る
。
す
べ

て
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
す

る
の
で
は
な
く
、
必
要
で
あ
れ

ば
問
題
を
抱
え
た
児
童
・
生
徒

の
み
を
対
象
に
す
べ
き
で
は
。

指
導
主
事
　
一
部
の
子
に
は
問

題
の
背
景
を
共
有
す
る
た
め
に

必
要
。
ど
う
す
る
か
検
討
す
る
。

教
員
の
多
忙
化
の
現
状

か
ら
も
全
員
対
象
は
問

題
。
問
題
を
抱
え
る
子
供
た
ち

の
ケ
ア
を
集
中
的
に
対
応
す
る

仕
組
み
が
大
切
。
カ
ル
テ
の
問

題
を
議
論
す
る
に
も
、
委
員
会

や
校
長
主
導
で
は
な
く
、
現
場

の
教
員
の
声
を
最
大
限
に
ふ
ま

え
る
こ
と
が
大
事
。
さ
っ
こ
ん

管
理
教
育
の
強
化
で
学
校
現
場

や
教
員
が
萎
縮
す
る
流
れ
が
あ

る
が
、
西
原
町
教
委
は
現
場
の

教
員
や
保
護
者
を
信
頼
す
る
姿

勢
が
大
事
で
は
。

教
育
長
　
ご
も
っ
と
も
。
全
員

の
カ
ル
テ
は
先
生
方
も
大
変
な

負
担
。
た
だ
カ
ル
テ
の
お
か
げ

で
不
良
生
徒
も
減
っ
た
と
い
う

評
価
も
あ
る
。

２
年
連
続
の
全
国
学
力

テ
ス
ト
最
下
位
の
結
果

を
踏
ま
え
、
県
教
委
は
危
機
感

を
も
っ
て
更
な
る
学
力
向
上
運

動
に
ま
い
進
し
て
い
る
。
だ
が
、

学
校
現
場
や
大
学
教
員
の
中
に

は
画
一
的
で
知
識
偏
重
の
取
り

組
み
に
異
論
も
あ
る
。
地
教
委

(

西
原
町)
の
独
自
性
の
観
点

か
ら
す
れ
ば
、
県
教
委
の
方
針

を
ス
ト
レ
ー
ト
に
受
け
る
の
で

は
な
く
、
現
場
の
教
員
や
保
護

者
の
声
を
大
事
に
し
た
独
自
の

学
力
対
策
が
あ
っ
て
よ
い
。

指
導
主
事
　
県
の
方
針
も
受
け

て
い
る
が
、
西
原
町
独
自
の
学

力
向
上
対
策
「
ゆ
い
プ
ラ
ン
」

も
あ
り
、
学
力
対
策
だ
け
で
な

く
心
の
教
育
も
大
事
に
し
て
い

る
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
は
成

績
だ
け
で
は
な
く
、
学
習

の
定
着
や
課
題
、
つ
ま
ず
き
を

分
析
し
、
今
後
の
授
業
に
生
か

す
こ
と
が
目
的
。
現
場
の
教
員

が
中
心
と
な
っ
た
対
応
が
必
要

で
は
。

指
導
主
事
　
成
績
で
い
え
ば
、

小
学
校
が
あ
と
一
歩
で
全
国
平

均
。
中
学
校
は
県
と
全
国
と
の

中
間
に
位
置
。
分
析
と
対
応
策

は
、
ま
ず
言
語
活
動
を
重
視
し

た
授
業
改
善
と
教
員
が
チ
ー
ム

を
組
み
自
分
の
授
業
力
、
教
育

力
を
高
め
た
い
。

上
で
傾
向
を
分
析
し
、
現

場
に
下
ろ
す
の
で
は
な

く
、
現
場
の
教
員
が
主
体
的
に

か
か
わ
る
こ
と
が
肝
心
。
連
続

全
国
１
位
の
秋
田
県
は
現
場
の

分
析
力
や
実
践
力
を
生
か
し
基

礎
学
力
を
築
い
て
い
る
。

指
導
主
事
　
分
析
の
仕
方
や
活

用
の
方
法
に
関
し
指
導
助
言
し

て
い
る
。
決
し
て
上
か
ら
の
目

線
で
の
指
導
体
制
で
は
な
い
。

県
道
29
号
の
拡
幅
は

ル
ー
ト
が
決
定
し
た
が
、

幅
30
ｍ
で
中
央
分
離
帯
も
あ
り
、

ま
た
高
速
道
路
の
下
を
く
ぐ
る
。

住
民
の
懸
念
は
現
在
よ
り
も
利

便
性
が
低
下
し
な
い
か
だ
。
設

計
段
階
か
ら
地
域
の
声
を
反
映

さ
せ
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。

土
木
課
長
　
設
計
段
階
か
ら
地

域
住
民
と
の
意
見
交
換
が
で
き

る
よ
う
県
と
調
整
し
た
い
。

与那嶺　義光 議員

指導カルテ・学◇
力対策～町教委
の主体制を
県道 29 号の拡幅◇
～地域の声を反
映

問

全国学力テスト新聞報道

問

問問

問問


